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第5回災害リハビリテーション支援研修会

リハビリテーション科医が知っておくべき災害医療の
ポイント

大阪医科大学

大阪府大規模災害リハビリテーション支援研究会

冨岡正雄

助成：JR西日本あんしん社会財団

大阪府大規模災害リハビリテー
ション支援研究会
• JRATのコーディネーター研修を受講した、大阪府メ
ンバーが研修会開催の受け皿となるために設立し
た団体

•助成金での研修会
• 2014年～2017年 大阪府地域福祉基金

• 2017年～ JR西日本あんしん社会財団

今年度の研修会の予定
• 第1回 発災直後の本部活動を学ぶ：基礎編（6月24日）

• 第2回 海外の支援活動から学ぶ（6月24日）

• 第3回 発災直後の本部活動を学ぶ：実践編（7月29日）

• 第4回 避難所の立ち上げ・運営訓練（7月29日）

• 第5回 リハビリテーション科医が知っておくべき （8月11日）

• 第6回 被災した頚髄損傷の支援について（9月30日）

• 大阪府 災害時の障がい者の摂食について考える（11月3日）

• 第7回 本部活動のスキルアップ研修（11月26日）

• 第8回 REHUG（？）

• 第9回 福祉用具と災害（？）

• 第10回 訪問リハビリテーションの被災について（？）

第4回 避難所の立ち上げ・運営訓
練（7月29日）
大阪市住吉区大領小学校

医師として、
管理者としての心構え
•南海トラフ地震で大阪が被災したら・・・

•大都市 大阪が被災したら

•病院が被災したら

• スタッフを守るには

•応援を呼ぶには

•地域医療を守るには

リハビリテーション科医と
災害医療
• 「活動を育む」

•対応患者：小児～高齢者、障害者、運動器、脳血
管、呼吸器、循環器、神経筋疾患

•対応フェーズ：急性期 回復期 生活期

病院が被災したら連結0304PC.mp4


2017/8/30

2

二つの避難
避難行動
Evacuation

避難生活
Sheltering

地震

リードタイム：短い
緊急地震速報（PS波）
耐震化、事前準備
自助

避難所
福祉避難所
仮設住宅
仮設住宅
生活不活発病
DVT
様々な支援団体
自助、共助、公助

津波
水害
台風

リードタイム：長い

避難準備・高齢者等避難開始、避難
勧告、避難指示（緊急）
水平避難、垂直避難
避難場所
自助、共助

「避難準備情報」の名称変更
（平成28年12月26日公表）

調べていて気になった言葉
言葉 図書

フィリピンプレートは、1年に4cm進
んでいる

西日本大震災に備えよ 鎌田浩毅 PHP
新書

阪神淡路大震災のときの、昭和57
年以降住宅は5％、それ以前の建
築は35％も大破

建築震災調査委員会

阪神淡路大震災にて2500人以上が、
震災障がい者となった

復興〈災害〉 阪神・淡路大震災と東日本
大震災 塩崎賢明 岩波新書

阪神淡路大震災にて、電力復旧の
ときに「通電火災」がおきた

地震の日本史 寒川旭 中公新書

感震ブレーカーの普及が必要 南海トラフ地震 山岡耕春 岩波新書

自助・共助・公助の割合は、７：２：１ 民間防衛マニュアル 武田信彦 ウェッジ

調べていて気になった言葉
言葉 図書

大阪の津波 過去500年で5回、そのう
ち4回が5ｍ越えている

天災から日本史を読みなおす 磯田道
史 中公新書

上町断層は、30年以内に2－3％の確
率で、マグニチュード7.5

文部科学省研究開発局地震・防災研
究課

災害時要援護者とは、適切な支援があ
れば自立できるかたのこと

内閣府 災害時要援護者

リードタイムが長いと避難の決断が難
しくなる

大避難 何が生死を分けるのか 鳥川
英介 NHK出版新書

2009年兵庫県の佐用町では、避難中
に流されてしまった

首都水没 土屋信行 文春新書

地域支援は当事者団体が中心になる
ほうがうまくいく

当事者主権 中西正司 上野千鶴子
岩波新書

大阪の津波
• 過去500年に、5回の津波

• 巨大なもの1回、５ｍを超すもの3回、５ｍ以下のもの1回

• ３０ｃｍの津波： 物につかまっていないと流される

• ２ｍの津波： 木造住宅が流される

• 健常人の歩く速さ：６０ｍ/分、津波：37m/分（東日本大震災）、
障害者・幼児 ３０ｍ/分

• 大阪のリードタイム：20分

• 東日本大震災のときは

• 助けられる人と助ける人＝1:12

• 南海トラフ地震のときに、

• 助けられる人と助ける人＝１：2.5 
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階段避難車（イーバックチェア）
【避難・搬送用具】

JINRIKI動画.mp4
JINRIKI動画.mp4

